


アカシュモクザメの頭の形は掃除機のようですね。横に広
がった頭は、舵の役割をしていて、頭の向きを変えるだけ
で、すばやく方向を変えることができます。水槽のアクリ
ルぎわで巧みに方向を変える様子を観察してみましょう！
頭の両端にある眼、みぞのような鼻の穴も探してみましょ
う。

１　お～い、へんてこなサメがいるぞ！

はばたくように泳ぐエイのお腹側を下から見上げてみると、
口と鼻の穴が見つかります。ウシバナトビエイは、口とそ
の前方にある２枚のヒダを使って、砂の中のエビや貝を掘
り出して食べます。お腹側に口があれば便利ですね。背中
にある孔は、呼吸のための水を吸い込む孔です。

２　エイのくちはどこにある？

ニョロリと長い体のウツボは、せまい岩のすきまや穴でく
らしています。長いだけでなく、小さなエラ孔、胸ビレも
腹ビレもないツルリとした体で、せまいところを巧みにく
ねくねと泳ぐことができるのです。水槽の中でも、エサの
時間以外は、岩のすきまにかくれていることが多いので、
じっくりと探してみてください。

３　ウツボのおうちはどこ？

丸い体とヒレ、よく見ると鋭くて細長いトゲがたくさん。
このトゲは、ウロコが変化してできたもので、とても頑丈
です。普段は、ねかせていますが敵に襲われたら、海水を
のんで体を膨らませ、たたせます。膨らむことで体を大き
く見せ敵を驚かしたり、トゲで食べられないようにしたり
して、身を守っています。

４　え　をかいてみようネズミフグ

海藻のようなヒラヒラは、ヒレではなく、皮フが変化した
もの。本当のヒレは、合計3枚あり、透明で目立ちません。
見えにくいヒレを動かして、まるで海藻のようにエサに忍
び寄ります。姿形だけでなく動きまでも、海藻に似せる、
すばらしい変装術なのです。

５　え　をかいてみようウィーディ シードラゴン

砂に上手に隠れるカレイ。上下につぶれた体のように見え
ますが、じつは左右につぶれた体を横たえているのです。
体を立ててみると、眼が片側によっている以外は、ふつう
の魚と同じです。同じように砂に身を隠すのがじょうずな
アンコウは、上下にぺちゃんこ。比べてみましょう！

６　カレイのおうちはどこ？

大きなマグロの顔を正面から見るとほぼ円形。横から見る
と真ん中が太く両はじが細い形。そう、マグロの体はラグ
ビーボールのような流線型をしているのです。この形は、
水の抵抗を受けにくく、速いスピードで泳ぎ続けるのに適
した形。ペンギンの泳ぐ姿を横から見てみると、同じ形を
していますよ！

７　クロマグロのからだのかたち

１0　ほんもののトビハゼをさがせ！

マグロは体の後ろにある尾ビレを動かして泳ぎます。この
ヒレは、動かし続けるのに適した大きさと形。また、ゆっ
くり泳ぐとき、体の横にある胸ビレを飛行機の翼のように
広げ、速く泳ぐときは、つけ根にあるくぼみにくっつけま
す。これは、体のでっぱりを少なくし水の抵抗を小さくし
て、速く泳ぐためなのです。

８　え　をかいてみようクロマグロ ９　ペンギンはとりなんだ！

泥干潟でくらすトビハゼの体には、泥の上でくらすのに便
利な特徴があります。頭の上にある眼は、より遠くまで見
渡せ、敵がやってきてもすぐに泥に掘った穴や水の中に逃
げ込むことができます。下を向いたしっかりとした胸ビレ
を、まるで足のように使って、じょうずに泥のなかをはい
まわる様子も見てみましょう。

ペンギンをよく見ると、ハトやカモメと同じように「くち
ばし」や「爪のついたあし」があります。ヒレのように見
えるのは「つばさ」で、水を押して泳ぐのに便利なように、
平たくてかたいボートのオールのような形をしています。
ペンギンは、空は飛べないけれど、水中を飛ぶように泳ぐ
ことができる鳥の仲間なのです。




